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つ
い
て

令和４年度 補助金・負担金調査票

佐渡市シルバー人材センター運営事業補助金

団体運営費補助

一次提出経費

高齢福祉課

平成２年度

名称

分類

経費区分 未設定

シルバー人材センター事業

区分

予算事業名

開始年度

補助金 担当課名

終了年度

市単独

R2予算 R2決算 R5当初予算

11,239,220 11,433,580 11,000,000 11,000,000 11,000,000

高齢者の経験等を活かした就業機会の拡大や、地域社会への参加を促進することで健康で生きが
いのある生活を送ることに寄与する。

補助金・負担
金の目的（内

容）

財源内訳

佐渡市シルバー人材センター運営事業補助金交付要綱

交付先

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律及び施行規則

（社）佐渡シルバー人材センター

根拠法令等

交付要綱等

R4予算 R4決算R3決算

有
効
性

効
率
性

公
平
性

(1))類似，重複事業と統合を図ることができるか

(2)サンセット方式（終期の設定）の導入は可能か

(3))補助率は適正（原則2分の１以下）であるか

(1) 成果は向上しているか

(2) 市の施策として優先度や緊急性は高いか

見直し方針の説明（評価の理由） 見直し方針（R5年度以降）

１　補助・負担金等の概要

２　補助・負担金等の事業費・成果

成果指標 R2計画 R2実績 R3実績 R4計画 R4実績 R5計画

会員数 1,000

(1)受益と負担のバランスは適正か

(2)受益者は、限定されていないか

妥
当
性

受益者負担は、事業費の50％以上である

1,000952 918 1,000 896

(4) 補助金が廃止・削減された場合、団体（対象者）の存続が
困難であるか。

高齢者の就業の確保や生きがいづくりの場としての、市民への安定したサービス提供ができる。

(1) なぜ市が関与しているのか

(2) 補助金に対する市民のニーズは高いか

(3) 補助を取りやめた場合にどのような影響が出るのか

公共性や収益性の観点から市が関与すべきである

市民ニーズはやや高い

影響はある程度でる

困難である

成果はやや高い

特定の人、団体に限定している

現状維持

高齢化が進む中、高齢者の就業の場のために佐渡シルバー人材センターの果たす役割は大きい。高齢者活躍の
場を確保して行くためには、健全なセンターの運営が必要。

４　今後の方向性

通番

３　補助金・負担金の評価

11,250,000

R3予算

11,500,000

R3計画

1,000

やや高い

類似、重複事業はない

不可能である

適正である
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